








5,結論 

 1)IgA腎症とHSPNでは,糸球体内に浸潤している免疫担当細胞はMφが優位でありnon－

IgA 腎炎,MCNS と比較して高値であった。 

 2)糸球体内のMφの数は,IgA腎症HSPNとともに,尿蛋白量,組織分類とは関係を認めなか

ったが,HSPN では,発症早期な症例ほど Mφの数が高値を示した。 

 3)XFb の糸球体内への沈着は,IgA 腎症,HSPN,Lupus 腎炎,HUS で高頻度に認められた。 

 4)XFbの沈着は,IgA腎症,HSPNにおいて,尿蛋白量や組織障害が高度な症例ほどXFb陽性

例が多い傾向を示した。 

 5)ス斉低抗性ネ群でのこれらの諸因子の検討では,糸球体内に浸潤している免疫担当細

胞は,IgA 腎症や HSPN と同様に Mφが優位であり,その数も高値を示した。しかし,XFb,MAC

との明らかな関連性は認められなかった。 


